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▽
『
禅
研
究
所
紀
要
』
第
五
十
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

▽
本
号
は
、
五
十
号
の
節
目
に
当
た
り
、
巻
頭
に
所
長
の
岡
島
よ
り
「
刊
行
の
こ
と
ば
」
を

掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

▽
本
号
は
、
五
十
号
を
記
念
し
て
、
岡
島
所
長
に
よ
る
「
禅
・
仏
教
研
究
の
方
法
論
に
つ
い

て
」
と
、
本
学
名
誉
教
授
川
口
高
風
先
生
の
玉
稿
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
所
員
、
研
究

員
な
ど
に
よ
る
五
編
の
研
究
論
文
、
二
編
の
資
料
を
収
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご

執
筆
く
だ
さ
い
ま
し
た
先
生
方
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
口
絵
の
「
選
佛
塲
」
は
、
本
学
の
坐
禅
堂
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
扁
額
で
す
。
そ
の
文
字
は

名
古
屋
市
中
区
大
須
大
光
院
十
七
世
梅
嶺
大
枝
が
揮
毫
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
扁
額
は
も

と
も
と
本
学
の
前
身
で
あ
る
曹
洞
宗
専
門
支
校
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
の
も

の
は
、
坐
禅
堂
が
建
て
ら
れ
た
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
頃
に
作
り
替
え
ら
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

▽
コ
ロ
ナ
禍
は
い
ま
だ
癒
え
ず
、
本
年
度
も
予
定
し
て
い
た
行
事
の
多
く
が
中
止
ま
た
は
延

期
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
、
七
月
と
一
一
月
か
ら
一
月
に
火
曜
参
禅

会
を
、
十
月
か
ら
一
月
に
禅
と
法
話
の
会
“
放
光
”
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

▽
当
研
究
所
で
は
数
年
前
よ
り
日
進
市
と
の
連
携
事
業
と
し
て
、
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て

き
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
、「
日
進
市
提
案
型
大
学
事
業
」
と
し
て
、「
心
と
体
の
健
康

生
活
│
愛
学
メ
ソ
ッ
ド
│
禅
を
味
わ
う
」
を
十
二
月
と
一
月
の
二
回
に
分
け
て
開
催
し
ま

し
た
。

▽
近
年
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
言
葉
を
頻
繁
に
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
研
究
所
で

も
で
き
る
こ
と
が
な
い
か
、
現
在
模
索
中
で
す
。

▽
末
筆
な
が
ら
、
本
号
の
刊
行
に
あ
た
り
、
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
関
係
各
位
に
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 
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